
◎

シ

ナ

リ

オ

【

北

区

の

女

】

 

決

定

稿

・

イ

ワ

モ

ト

ケ

ン

チ

 

  

S
#
 

一
●

王

子

駅

・

南

口

（

昼

） 

 
 

駅

か

ら

出

て

く

る

、

美

和

子

（

十

九

）

。

 

 
 

メ

イ

ン

タ

イ

ト

ル

【

北

区

の

女

】

 

S
#
 

二
●

王

子

駅

・

南

口

・

自

転

車

置

場

（

昼

） 

 
 

自

転

車

置

場

で

自

分

の

自

転

車

の

鍵

を

外

す

、
美

和

子

。 

美

和

子

の

声

「

わ

た

し

の

実

家

は

古

く

か

ら

北

区

の

栄

町

と

い

う

 

町

で

青

果

店

を

営

ん

で

い

ま

す

。
わ

た

し

の

父

が

二

代

 

目

に

な

り

ま

す

。

…

け

れ

ど

も

」

 

S
#
 

三
●

栄

町

・

路

地

（

昼

） 

 
 

自

転

車

に

乗

っ

て

走

る

、

美

和

子

。

 

美

和

子

の

声

「

古

い

お

店

は

一

年

程

前

に

建

て

替

え

て

、

今

は

給

湯

器

の

あ

る

快

適

な

生

活

で

す

」

 

S
#
 

四
●

栄

町

・

踏

み

切

り

（

昼

） 

 
 

都

電

の

通

過

を

待

つ

、

美

和

子

。

 

 
 

遠

く

に

新

幹

線

が

通

過

す

る

の

が

見

え

る

。

 

美

和

子

の

声

「

栄

町

も

昔

は

と

て

も

に

ぎ

や

か

な

町

だ

っ

た

と

聞

 

き

ま

す

。

け

れ

ど

も

、

今

は

そ

の

陰

も

あ

り

ま

せ

ん

。 

母

は

よ

く

栄

町

の

こ

と

を

サ

ビ

レ

町

と

冗

談

の

よ

う

 

に

言

い

ま

す

」

 

S
#
 

五
●

青

果

店

・

前

（

昼

） 

美

和

子

の

声

「

確

か

に

サ

ビ

レ

町

な

ん

だ

け

ど

、

わ

た

し

は

こ

の

 

町

が

大

好

き

で

す

」

 

自

転

車

に

乗

っ

た

美

和

子

、
店

の

前

で

自

転

車

を

降

り

る

。

 

一 



美

和

子

 

「

た

だ

い

ま

ー

」

 

 
 

店

か

ら

走

っ

て

出

て

く

る

、

美

和

子

の

父

（

四

七

）

。 

父

 
 

「

あ

。
美

和

子

。
よ

か

っ

た

。
配

達

、
行

く

か

ら

店

番

、

頼

む

」

 
美

和

子

 

「

お

母

さ

ん

は

？

」

 
父

 
 

「

あ

あ

。

あ

れ

だ

。

髪

の

毛

や

り

行

っ

た

か

ら

。

 

 
 

じ

き

戻

る

」

 

美

和

子

 
「

う

ん

」

 

 
 

父

、

車

に

乗

り

込

ん

で

エ

ン

ジ

ン

を

か

け

る

。

 

父

 
 

「

じ

ゃ

。

頼

ん

だ

」

 

 
 

父

の

乗

っ

た

バ

ン

、

走

り

出

す

。

 

 
 

美

和

子

、

父

の

車

に

手

を

振

っ

て

い

る

。

 

美

和

子

 

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」

 

 
 

美

和

子

、

自

転

車

の

ス

タ

ン

ド

を

立

て

て

店

内

に

 

 
 

入

っ

て

行

く

。

 

 
 

売

り

物

の

ジ

ュ

ー

ス

が

入

っ

て

い

る

冷

蔵

庫

か

ら

 

 
 

ジ

ュ

ー

ス

を

飲

み

な

が

ら

奥

へ

歩

き

、

レ

ジ

の

前

 

 
 

に

座

る

。

 

青

果

店

の

斜

め

向

か

い

に

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス
・
ス

ト

ア

が

あ

る

。

 

 
 

そ

こ

か

ら

出

て

く

る

、

斎

藤

（

男

・

二

三

）

。

手

に

 

 
 

は

コ

ン

ビ

ニ

の

袋

。

 

 
 

青

果

店

の

前

を

通

過

し

て

行

く

、

斎

藤

。

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

を

見

て

反

応

す

る

。

 

美

和

子

 

「

あ

！

い

い

感

じ

の

人

だ

っ

」

 

 
 

立

ち

上

が

っ

て

店

先

に

出

る

、

美

和

子

。

 

 
 

斎

藤

、

路

地

を

右

に

曲

が

る

。

 

美

和

子

、
見

て

い

る

。
お

ば

さ

ん

パ

ー

マ

を

か

け

た

母

（

四

二

）

が

帰

っ

て

く

る

。

 

母

 
 

「

美

和

子

、

な

に

や

っ

て

る

の

？

」

 

美

和

子

 

「

ん

？

（

振

り

向

く

）

」

 

 
 

美

和

子

、

母

の

頭

を

見

て

笑

う

。

 

母

 
 

「

な

に

よ

！

」

 

美

和

子

 

「

や

り

す

ぎ

」

 

母

 
 

「

へ

ん

？

」

 

美

和

子

 

「

変

。

す

ご

く

変

。

三

億

年

く

ら

い

変

」

 

二 



母

 
 

「

え

え

？

三

億

年

？

」

 

 
 

母

、

慌

て

て

店

内

に

入

り

、

奥

の

鏡

で

自

分

の

髪

 

 
 

を

チ

ェ

ッ

ク

す

る

。

 

美

和

子

 

「

お

母

さ

ん

、

店

番

、

も

う

い

い

で

し

ょ

？

」

 
母

 
 

「

い

け

て

る

じ

ゃ

な

い

。

素

敵

な

感

じ

じ

ゃ

な

い

 

の

」 
美

和

子
 

「

ち

ょ

っ

と

、

散

歩

し

て

く

る

」

 

 
 

美

和

子

、

歩

き

出

す

。

 

 
 

母

、
鏡

の

前

で

髪

を

必

死

に

チ

ェ

ッ

ク

し

続

け

て

い

る

。 

母

 
 

「

い

け

て

る

い

け

て

る

。

ま

だ

ま

だ

現

役

だ

わ

…

」

 

S
#
 

六
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

 
 

お

城

の

滑

り

台

の

上

で

ぼ

ー

と

し

て

い

る

、

美

和

子

。 

美

和

子

 

「

あ

ー

あ

。

凧

上

げ

し

た

い

な

ぁ

…

」

 

 
 

斎

藤

が

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

み

な

が

ら

滑

り

台

の

下

 

 
 

を

通

過

し

て

行

く

。

手

に

は

コ

ン

ビ

ニ

の

袋

。

 

 
 

顔

を

上

げ

て

斎

藤

を

見

る

、

美

和

子

。

 

美

和

子

 

「

お

！

い

い

感

じ

の

人

だ

」
 

 
 

美

和

子

、

に

や

り

と

笑

う

。

 

 
 

急

い

で

長

い

滑

り

台

を

猛

ス

ピ

ー

ド

で

滑

り

降

り

る

。 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

の

前

に

滑

り

出

る

。

 

 
 

斎

藤

、

美

和

子

を

見

る

。

 

 
 

美

和

子

、

笑

う

。

 

美

和

子

 

「

こ

ん

に

ち

わ

ー

」

 

 
 

斎

藤

、

振

り

向

い

て

誰

か

い

る

か

確

認

す

る

。

 

 
 

後

ろ

に

は

誰

も

い

な

い

。

 

 
 

も

う

一

度

、

美

和

子

を

見

る

、

斎

藤

。

 

 
 

笑

い

続

け

て

い

る

、

美

和

子

。

 

斎

藤

 
 

「

大

丈

夫

で

す

か

？

ど

こ

か

具

合

で

も

？

」

 

美

和

子

 

「

突

然

で

す

み

ま

せ

ん

が

、
わ

た

し

と

一

緒

に

凧

上

げ

し

て

も

ら

え

ま

せ

ん

か

？

」

 

斎

藤

 
 

「

凧

上

げ

？

」

 

美

和

子

 

「

わ

た

し

、
凧

上

げ

が

大

好

き

な

ん

で

す

け

ど

、
ひ

と

り

で

や

っ

て

る

と

、
ホ

ラ

、
ち

ょ

っ

と

変

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

凧

上

げ

っ

て

」

 

斎

藤

 
 

「

凧

上

げ

を

、

ひ

と

り

で

…

」

 

三 



 
 

斎

藤

、

想

像

し

て

み

る

。

 

S
#
 

七
●

河

川

敷

（

昼

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

想

像

図 

 
 

美

和

子

、

笑

い

な

が

ら

走

っ

て

凧

を

上

げ

て

い

る

。

 
美

和

子

 

「

あ

は

は

は

。
こ

れ

だ

か

ら

凧

上

げ

は

止

め

ら

れ

ね

ぇ

や

！

楽

し

く

て

死

ん

じ

ゃ

い

そ

う

だ

ぜ

！

が

は

は

は

は

」

 

 
 

笑

い

な

が

ら

走

り

続

け

る

、

美

和

子

。

凧

は

く

る

 

 
 

く

る

と

回

転

す

る

だ

け

で

上

へ

は

上

が

ら

な

い

。

 

S
#
 

八
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

 
 

美

和

子

、

笑

っ

て

い

る

。

 

 
 

斎

藤

、

美

和

子

を

軽

蔑

し

た

よ

う

な

目

つ

き

で

見

る

。 

斎

藤

 
 

「

確

か

に

変

だ

」

 

美

和

子

 

「

だ

か

ら

、

一

緒

に

…

お

願

い

し

ま

す

」

 

斎

藤

 
 

「

う

ー

ん

」

 

美

和

子

 

「

忙

し

い

？

」

 

斎

藤

 
 

「

い

や

。

特

に

…

」

 

美

和

子

 

「

だ

と

思

っ

た

。
わ

た

し

分

か

る

ん

で

す

。
暇

な

人

が

。

な

ん

か

同

類

の

電

波

と

い

う

か

…

」

 

 
 

美

和

子

の

顔

を

じ

っ

と

見

る

、

斎

藤

。

 

斎

藤

 
 

「

同

類

？

」

 

S
#
 

九
●

お

も

ち

ゃ

屋

（

昼

） 

 
 

凧

（

ゲ

ー

ラ

カ

イ

ト

）

と

凧

糸

を

買

う

、

二

人

。

 

斎

藤

の

声

 

「

…

そ

う

か

。

君

は

あ

の

青

果

店

の

…

」

 

美

和

子

の

声

「

箱

入

り

娘

」

 

斎

藤

の

声

 

「

（

笑

う

）

」

 

 
 

二

人

、

お

も

ち

ゃ

屋

か

ら

凧

を

持

っ

て

出

て

く

る

。

 

S
#
 

一
〇
●

河

川

敷

（

昼

） 

 
 

土

手

の

上

を

歩

く

二

人

。

 

斎

藤

 
 

「

ど

こ

ま

で

行

く

の

？

」

 

 
 

美

和

子

、

周

り

を

見

回

す

。

 

四 



美

和

子

 

「

う

ー

ん

。

こ

こ

で

Ｏ

Ｋ

。

い

い

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

だ

」 

 
 

斎

藤

も

周

り

を

見

る

。

 

斎

藤

 
 

「

へ

ー

。

ゴ

ル

フ

場

か

」

 

美

和

子

 

「

は

じ

め

て

来

た

の

？

」

 
斎

藤
 
 

「

う

ん

。

は

じ

め

て

」

 
美

和

子
 

「

ふ

ー

ん

」

 

斎

藤

 
 

「

仕

事

が

忙

が

し

く

て

散

歩

な

ん

か

す

る

暇

な

か

っ

た

か

ら

」

 

美

和

子

 
「

今

日

は

？

平

日

だ

よ

」

 

斎

藤

 
 

「

い

や

。

辞

め

た

ん

だ

。

会

社

」

 

美

和

子

 

「

い

つ

？

」

 

斎

藤

 
 

「

一

昨

日

」
 

美

和

子

 

「

へ

ー

」

 

斎

藤

 
 

「

急

に

暇

に

な

る

と

、

な

に

し

て

い

い

か

わ

か

ら

 

 
 

な

い

ん

だ

ね

。

忙

し

い

時

は

い

ろ

い

ろ

想

像

し

た

 

 
 

け

ど

、

三

日

目

に

し

て

も

う

や

る

こ

と

な

く

な

っ

 

 
 

て

し

ま

っ

て

…

」

 

美

和

子

 

「

そ

う

？

す

る

こ

と

い

っ

ぱ

い

あ

る

と

思

う

け

ど

な

」 

斎

藤

 
 

「

例

え

ば

？

」

 

美

和

子

 

「

公

園

で

何

に

も

し

な

い

で

ぼ

ー

と

し

た

り

。
こ

れ

は

ま

あ

、

六

時

間

は

余

裕

で

い

け

る

」

 

斎

藤

 
 

「

公

園

で

六

時

間

？

」

 

美

和

子

 

「

さ

っ

き

も

そ

れ

し

て

た

ん

だ

け

ど

ね

。
あ

の

お

城

の

滑

り

台

の

上

、

わ

た

し

の

特

等

席

な

の

」

 

斎

藤

 
 

「

僕

に

は

無

理

だ

。

飽

き

ち

ゃ

う

よ

、

そ

ん

な

の

」

 

美

和

子

 

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

よ

。

慣

れ

る

し

」

 

斎

藤

 
 

「

慣

れ

る

？

何

に

？

」

 

美

和

子

 

「

暇

に

」

 

斎

藤

 
 

「

（

首

を

傾

げ

る

）

よ

く

わ

か

ら

な

い

…

」

 

美

和

子

 

「

よ

う

し

！

（

嬉

し

そ

う

に

）

あ

げ

る

ぞ

ー

」

 

 
 

美

和

子

、

走

り

出

し

て

凧

を

上

げ

る

。

 

 
 

斎

藤

、

そ

の

場

に

立

ち

止

ま

っ

た

ま

ま

見

て

い

る

。

 

 
 

凧

、

上

が

っ

て

行

く

。

 

 
 

美

和

子

、

凧

糸

を

素

早

く

の

ば

し

て

行

く

。

 

 
 

凧

、

上

が

っ

て

行

く

。

 

 
 

斎

藤

、

見

上

げ

て

い

る

。

 

五 



美

和

子

 

「

ね

え

、

凧

糸

取

っ

て

」

 

斎

藤

 
 

「

え

？

」

 

美

和

子

 

「

そ

の

袋

に

入

っ

て

る

で

し

ょ

」

 

 
 

斎

藤

、

お

も

ち

ゃ

屋

の

包

み

を

開

け

る

。

 

 
 

凧

糸

が

二

〇

個

近

く

入

っ

て

い

る

。

 
美

和

子
 

「

早

く

。

も

う

糸

が

な

い

よ

ー

」

 

斎

藤

、
凧

糸

を

包

み

か

ら

取

り

出

し

な

が

ら

美

和

子

に

近

づ

く

。

 

斎

藤

 
 

「

こ

れ

、

ど

う

す

る

の

？

」

 

美

和

子

 

「

つ

な

げ

て

ど

ん

ど

ん

高

く

上

げ

る

の

」

 

斎

藤

 
 

「

こ

れ

、

全

部

？

」

 

美

和

子

 

「

い

い

か

ら

、

早

く

ち

ょ

う

だ

い

」

 

 
 

斎

藤

、

凧

糸

を

美

和

子

に

渡

す

。

 

 
 

美

和

子

の

手

、

凧

糸

を

受

け

取

る

。

 

美

和

子

 

「

ち

ょ

っ

と

こ

れ

持

っ

て

て

」

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

に

凧

を

渡

す

。

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

」

 

 
 

凧

を

受

け

取

り

、

凧

上

げ

す

る

斎

藤

。

 

 
 

美

和

子

、

凧

糸

を

ほ

ど

い

て

斎

藤

の

持

つ

凧

糸

と

を

 

 
 

結

ぶ

。

 

美

和

子

 

「

さ

あ

。

ど

ん

ど

ん

行

く

か

ら

上

げ

て

上

げ

て

」

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

」

 

 
 

斎

藤

、

凧

糸

を

の

ば

し

て

行

く

。

 

 
 

斎

藤

の

表

情

が

和

ら

ぐ

。

 

斎

藤

 
 

「

結

構

、

面

白

い

ね

。

こ

れ

」

 

 
 

小

さ

く

な

っ

て

行

く

、

凧

。

 

美

和

子

 

「

で

し

ょ

」

 

 
 

更

に

凧

糸

を

結

ぶ

、

美

和

子

。

 

 
 

凧

糸

を

の

ば

し

て

行

く

、

斎

藤

。

 

 
 

更

に

小

さ

く

な

っ

て

行

く

、

凧

。

 

 
 

更

に

更

に

凧

糸

を

結

ぶ

、

美

和

子

。

 

 
 

更

に

凧

糸

を

の

ば

し

て

行

く

、

斎

藤

。

 

 
 

更

に

更

に

小

さ

く

な

っ

て

行

く

、

凧

。

 

 
 

更

に

更

に

更

に

凧

糸

を

結

ぶ

、

美

和

子

。

 

 
 

更

に

更

に

凧

糸

を

の

ば

し

て

行

く

、

斎

藤

。

 

 
 

更

に

更

に

更

に

小

さ

く

な

っ

て

行

く

、

凧

。
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美

和

子

 

「
（

空

を

見

上

げ

て

）
よ

し

よ

し

。
い

い

感

じ

い

い

感

じ

」

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

！

」

 

 
 

斎

藤

、

凧

に

引

か

れ

て

よ

ろ

よ

ろ

と

歩

き

出

す

。

 
斎

藤
 
 

「

ね

え

。

す

ご

い

力

だ

よ

。

お

お

…

」

 

 
 

斎

藤

、

さ

ら

に

よ

ろ

よ

ろ

と

歩

い

て

行

く

。

 

美

和

子
 

「

ま

だ

凧

糸

い

っ

ぱ

い

あ

る

ん

だ

か

ら

。

が

ん

ば

っ

て

」

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

！

足

が

勝

手

に

…

」

 

 
 

斎

藤

、

突

然

風

に

あ

お

ら

れ

て

走

り

出

す

。

 

 
 

美

和

子

、

後

を

追

う

。

 

美

和

子

 

「

何

し

て

る

の

？

し

っ

か

り

腰

を

落

と

し

て

」

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

！

痛

い

痛

い

。

だ

め

だ

。

離

す

よ

」

 

 
 

と

言

い

な

が

ら

走

っ

て

行

く

、

斎

藤

。

 

美

和

子

 

「

だ

め

！

わ

た

し

が

代

わ

る

か

ら

待

っ

て

！

」

 

 
 

と

言

い

な

が

ら

後

を

追

う

。

 

斎

藤

 
 

「

あ

っ

！

」

 

 
 

斎

藤

、

思

わ

ず

凧

を

離

す

。

 

 
 

凧

、

飛

ん

で

行

く

。

 

美

和

子

 

「

あ

！

凧

…

」

 

 
 

美

和

子

、

呆

然

と

立

ち

尽

く

し

て

空

を

見

上

げ

て

 

 
 

い

る

。

 

斎

藤

も

見

上

げ

た

ま

ま

動

か

な

い

。

 

S
#
 

一
一
●

実

景

・

河

川

敷

（

夜

） 

対

岸

の

ネ

オ

ン

が

点

滅

し

て

い

る

。

 

斎

藤

 
 

「

ご

め

ん

。

落

ち

込

ん

で

る

？

」

 

美

和

子

 

「

少

し

」

 

斎

藤

 
 

「

別

の

凧

、

買

っ

て

あ

げ

る

か

ら

」

 

S
#
 

一
二
●

実

景

・

栄

町

・

踏

み

切

り

（

夜

） 

美

和

子

 

「

目

玉

の

あ

る

や

つ

が

い

い

」

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

。

目

玉

の

や

つ

ね

」

 

七 



S
#
 

一
三
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

 
 

お

城

の

滑

り

台

の

上

で

ぼ

ー

と

し

て

い

る

、

美

和

子

。 

 
 

斎

藤

が

滑

り

台

の

階

段

を

昇

り

、

顔

を

出

す

。

 
斎

藤
 
 

「

や

っ

ぱ

り

こ

こ

に

い

た

か

…

」

 

 
 

美

和

子

、

振

り

向

く

。

 

美

和

子

 

「

昨

日

は

凧

が

世

話

に

な

り

ま

し

た

」

 

斎

藤

 
 

「

失

礼

し

ま

し

た

」

 

 
 

美

和

子

の

横

に

座

る

、

斎

藤

。

 

美

和

子

 

「

四

日

目

？

」

 

斎

藤

 
 

「

ん

？

」
 

美

和

子

 

「

暇

人

に

な

っ

て

四

日

目

」

 

斎

藤

 
 

「

（

笑

っ

て

）

あ

あ

」

 

美

和

子

 

「

慣

れ

た

？

」

 

斎

藤

 
 

「

慣

れ

た

ら

仕

事

で

き

な

く

な

る

よ

」

 

美

和

子

 

「

そ

れ

も

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

？

」

 

斎

藤

 
 

「

ど

う

や

っ

て

食

べ

て

い

く

ん

だ

よ

」

 

美

和

子

 

「

ス

テ

レ

オ

と

か

テ

レ

ビ

と

か

ビ

デ

オ

と

か

、
あ

る

で

し

ょ

」

 

斎

藤

 
 

「

な

に

が

？

」

 

美

和

子

 

「

そ

れ

売

れ

ば

一

ヶ

月

い

け

る

」

 

斎

藤

 
 

「

そ

ん

な

こ

と

し

た

こ

と

あ

る

の

？

」

 

美

和

子

 

「

ま

さ

か

。

わ

た

し

は

実

家

だ

か

ら

余

裕

だ

も

ん

」
 

斎

藤

 
 

「

聞

い

た

話

？

」

 

美

和

子

 

「

考

え

た

話

」

 

斎

藤

 
 

「

想

像

か

」

 

美

和

子

 

「

売

る

も

の

が

な

い

時

は

、

ほ

ら

、

パ

ン

屋

さ

ん

 

 
 

で

パ

ン

の

耳

。

あ

れ

た

だ

で

く

れ

る

か

ら

」

 

斎

藤

 
 

「

そ

れ

も

考

え

た

の

？

」

 

美

和

子

 

「

こ

こ

で

こ

う

し

て

六

時

間

も

い

る

と

い

ろ

ん

な

 

 
 

こ

と

思

い

つ

く

の

」

 

斎

藤

 
 

「

な

る

ほ

ど

」

 

美

和

子

 

「

だ

け

ど

、

ひ

と

り

暮

ら

し

の

人

は

家

賃

が

あ

る

 

 
 

か

ら

大

変

」

 

斎

藤

 
 

「

家

賃

を

払

わ

な

く

て

い

い

手

は

な

い

の

？

」
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美

和

子

 

「

家

と

か

持

っ

て

る

女

と

結

婚

す

る

」

 

斎

藤

 
 

「

（

呆

れ

て

）

な

る

ほ

ど

」

 

美

和

子

 

「

今

日

は

ピ

ク

ニ

ッ

ク

に

し

よ

う

か

？

」

 

斎

藤

 
 

「

ピ

ク

ニ

ッ

ク

？

」

 
美

和

子

 

「

う

ん

」

 

S
#
 

一
四
●

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

（

昼

） 

 
 

ス

ー

パ

ー

に

入

っ

て

行

く

、

二

人

。

 

斎

藤

 
 

「

今

日

は

凧

上

げ

し

な

い

の

？

」

 

美

和

子

 

「

す

ご

く

楽

し

い

こ

と

は

毎

日

や

る

と

も

っ

た

い

 

な

い

か

ら

」
 

斎

藤

 
 

「

意

外

と

謙

虚

な

ん

だ

ね

」

 

S
#
 

一
五
●

河

川

敷

（

昼

） 

 
 

土

手

に

座

り

、

対

岸

を

見

て

い

る

二

人

。

 

美

和

子

 

「

い

い

で

し

ょ

う

…

こ

の

充

実

し

た

感

じ

…

」

 

斎

藤

 
 

「

（

そ

っ

け

な

く

）

そ

う

だ

ね

」
 

美

和

子

 

「

だ

め

？

ま

だ

慣

れ

な

い

の

？

」
 

斎

藤

 
 

「

ね

え

。

君

っ

て

何

し

て

る

人

？

」
 

美

和

子

 

「

何

っ

て

、

大

学

生

だ

よ

」

 

斎

藤

 
 

「

え

？

そ

う

な

の

」

 

美

和

子

 

「

流

行

ら

な

い

女

子

大

生

」

 

斎

藤

 
 

「

学

校

、

い

つ

行

っ

て

る

の

？

」

 

美

和

子

 

「

時

々

ね

」

 

斎

藤

 
 

「

親

と

か

、

怒

ら

な

い

の

？

」

 

美

和

子

 

「

怒

ら

な

い

よ

。
ち

ゃ

ん

と

行

っ

て

る

こ

と

に

な

っ

て

る

か

ら

」

 

斎

藤

 
 

「

嘘

つ

い

て

毎

日

ぶ

ら

ぶ

ら

し

て

る

ん

だ

…

」

 

 
 

美

和

子

、

ビ

ニ

ー

ル

袋

か

ら

ゆ

で

卵

を

取

り

出

す

。

 

美

和

子

 

「

食

べ

る

？

ゆ

で

卵

」

 

斎

藤

 
 

「

い

ら

な

い

」

 

美

和

子

 

「

ど

う

し

て

？

」

 

斎

藤

 
 

「

嫌

い

な

ん

だ

」

 

美

和

子

 

「

ふ

ー

ん

」

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

の

頭

で

卵

を

割

る

。

 

九 



斎

藤

 
 

「

い

て

っ

」

 

 
 

美

和

子

、

ゆ

で

卵

を

む

き

始

め

る

。

 

美

和

子

 

「

ゆ

で

卵

っ

て

か

わ

い

い

。

つ

る

つ

る

で

ぷ

に

ゅ

ぷ

 

に

ゅ

。

何

、

考

え

て

て

る

ん

だ

ろ

う

。

こ

の

ぷ

に

ゅ

 

ぷ

に

ゅ

」

 
斎

藤
 
 

「

ね

え

。

烏

龍

茶

ち

ょ

う

だ

い

」

 

美

和

子
 

「

う

ん

」

 

 
 

美

和

子

、

ゆ

で

卵

を

持

っ

た

ま

ま

ビ

ニ

ー

ル

袋

か

 

 
 

ら

烏

龍

茶

を

出

す

。

 
斎

藤

に

烏

龍

茶

を

渡

す

。

 

美

和

子

 

「

は

い

」
 

斎

藤

 
 

「

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

斎

藤

、

烏

龍

茶

を

の

蓋

を

開

け

て

、

飲

む

。

 

 
 

美

和

子

、

ゆ

で

卵

に

テ

ー

ブ

ル

食

塩

で

塩

を

か

け

る

。 

 
 

斎

藤

、

そ

の

様

子

を

盗

み

見

て

い

る

。

 

斎

藤

 
 

「

か

け

過

ぎ

」

 

美

和

子

 

「

そ

う

？

」

 

 
 

と

言

い

な

が

ら

ゆ

で

卵

を

ぱ

く

り

と

や

る

。

 

 
 

お

い

し

そ

う

に

ゆ

で

卵

を

食

べ

る

、

美

和

子

。

 

 
 

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

、

斎

藤

。

 

斎

藤

 
 

「

ほ

ん

と

う

に

お

い

そ

う

に

食

べ

る

ね

」
 

美

和

子

 

「

そ

う

？

普

通

だ

よ

」

 

 
 

ゆ

で

卵

を

も

う

一

口

食

べ

る

、

美

和

子

。

 

斎

藤

 
 

「

ね

え

」

 

美

和

子

 

「

（

も

ぐ

も

ぐ

し

な

が

ら

）

ん

？

」

 

斎

藤

 
 

「

バ

ナ

ナ

ち

ょ

う

だ

い

。
君

を

見

て

た

ら

お

腹

空

い

て

き

ち

ゃ

っ

た

よ

」

 

美

和

子

 

「

う

ん

」

 

 
 

美

和

子

、

ビ

ニ

ー

ル

袋

か

ら

バ

ナ

ナ

を

取

り

出

す

。

 

 
 

丸

ご

と

斎

藤

に

渡

そ

う

と

す

る

、

美

和

子

。

 

 
 

受

け

取

ろ

う

と

す

る

、

斎

藤

。

 

美

和

子

 

「

あ

！

」

 

 
 

斎

藤

、

驚

い

て

美

和

子

を

見

る

。

 

斎

藤

 
 

「

ど

う

し

た

の

？

」

 

美

和

子

 

「

う

ち

青

果

店

な

の

に

バ

ナ

ナ

な

ん

か

ス

ー

パ

ー

で

買

っ

た

り

し

て

バ

カ

み

た

い

」

 

一
〇 



斎

藤

 
 

「

そ

う

か

。

そ

れ

は

バ

カ

か

も

知

れ

な

い

」

 

美

和

子

 

「

バ

カ

？

バ

カ

っ

て

言

う

な

！

」

 

斎

藤

 
 

「

自

分

で

言

っ

た

く

せ

に

」

 

美

和

子

 

「

自

分

で

言

う

バ

カ

と

他

人

に

言

わ

れ

る

バ

カ

と

 

 
 

は

意

味

が

違

う

も

の

」

 
斎

藤
 
 

「

バ

カ

は

バ

カ

だ

か

ら

。

バ

カ

で

し

ょ

」

 

美

和

子
 

「
（

ム

キ

に

な

っ

て

）
わ

た

し

は

バ

カ

じ

ゃ

な

い

も

の

」 

美

和

子

、

立

ち

上

が

る

。

 
斎

藤

、

美

和

子

を

呆

れ

て

見

上

げ

る

。

 

斎

藤

 
 

「

ね

え

」

 

美

和

子

 

「

な

に

！

」

 

斎

藤

 
 

「

口

に

た

ま

ご

の

黄

身

つ

い

て

る

よ

」

 

美

和

子

 

「

え

？

」

 

 
 

美

和

子

、

手

で

慌

て

て

自

分

の

口

を

拭

く

。

 

斎

藤

 
 

「

嘘

」

 

美

和

子

 

「

あ

」

 

 
 

斎

藤

、

笑

う

。

 

美

和

子

 

「

な

ん

か

、

す

ご

く

悔

し

い

！

」
 

 
 

斎

藤

、

立

ち

上

が

る

。

 

斎

藤

 
 

「

行

こ

う

か

」

 

 
 

歩

き

出

す

、

斎

藤

。

 

美

和

子

 

「

（

心

配

そ

う

に

）

用

事

で

も

あ

る

の

？

」
 

 
 

歩

き

出

す

、

美

和

子

。

 

斎

藤

 
 

「

い

や

」

 

美

和

子

 

「

じ

ゃ

あ

、

ど

う

し

て

？

」

 

斎

藤

 
 

「

な

ん

と

な

く

」

 

 
 

土

手

下

を

走

る

「

八

百

志

津

」

の

バ

ン

。

 

 
 

運

転

席

に

は

美

和

子

の

父

。

 

美

和

子

 

「

あ

。

や

ば

い

」

 

 
 

美

和

子

、

反

応

し

て

斎

藤

の

後

ろ

に

隠

れ

る

。

 

斎

藤

 
 

「

え

？

」

 

美

和

子

 

「

お

父

さ

ん

！

」

 

斎

藤

 
 

「

ん

？

」

 

 
 

土

手

下

の

車

を

見

る

、

斎

藤

。

 

 
 

父

の

乗

っ

た

バ

ン

、

走

り

去

っ

て

行

く

。

 

斎

藤

 
 

「

行

っ

ち

ゃ

っ

た

よ

」

 

一
一 



 
 

隠

れ

て

い

た

美

和

子

、

顔

を

出

す

。

 

 
 

土

手

下

を

見

る

、

美

和

子

。

 

美

和

子

 

「

あ

！

」

 

 
 

父

の

バ

ン

が

猛

烈

な

勢

い

で

バ

ッ

ク

し

て

止

ま

る

。

 
父

 
 

「

こ

ら

！

」

 

 
 

斎

藤

の

後

ろ

に

隠

れ

る

、

美

和

子

。

 

 
 

猛

烈

な

勢

い

で

バ

ン

か

ら

降

り

て

土

手

を

駆

け

上

 

 
 

る

、

父

。

 

父

 
 

「

美

和

子

！

こ

ん

な

時

間

に

な

に

し

て

る

ん

だ

！

 

 
 

学

校

は

ど

う

し

た

！

」

 

 
 

美

和

子

と

斎

藤

、

困

っ

て

い

る

。

 

 
 

土

手

の

中

段

ま

で

上

る

、

父

。

 

父

 
 

「

美

和

子

！

そ

の

男

は

誰

だ

！

」

 

 
 

突

然

、

走

り

出

す

、

美

和

子

。

 

美

和

子

 

「

ご

め

ん

な

さ

い

」
 

 
 

斎

藤

、

困

っ

て

い

る

。

 

 
 

父

、

斎

藤

に

近

づ

く

。

 

父

 
 

「

美

和

子

！

」

 

 
 

走

っ

て

行

く

、

美

和

子

。

 

 
 

父

、

斎

藤

を

見

る

。

 

 
 

斎

藤

、

ぎ

こ

ち

な

く

笑

っ

て

お

辞

儀

を

す

る

。

 

遠

く

で

衝

突

音

。

 

反

応

し

て

振

り

向

く

、

父

と

斎

藤

。

 

父

 
 

「

ん

？

」

 

土

手

下

の

バ

ン

と

衝

突

し

た

ら

し

い

オ

ー

ト

バ

イ

 

 
 

が

転

倒

し

て

い

る

。

 

ラ

イ

ダ

ー

が

土

手

に

刺

さ

っ

て

い

る

。

 

父

 
 

「

お

お

。

な

ん

て

こ

っ

た

！

」

 

 
 

父

、

あ

わ

て

て

土

手

下

に

駆

け

下

が

る

。

 

 
 

斎

藤

、

唖

然

と

し

て

土

手

下

を

見

下

ろ

し

て

い

る

。

 

S
#
 

一
六
●

Ｃ

Ｍ 

 

S
#
 

一
七
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

一
二 



斎

藤

の

声

 

「

僕

も

す

っ

か

り

暇

で

い

る

こ

と

に

な

れ

て

し

ま

 

 
 

っ

て

、

こ

う

し

て

い

る

こ

と

が

苦

に

な

ら

な

く

な

 

 
 

て

し

ま

っ

た

。

そ

れ

な

の

に

あ

の

ヘ

ン

な

子

は

あ

 

 
 

れ

か

ら

姿

を

見

せ

な

く

な

っ

た

。

き

っ

と

父

親

に

 

 
 

ひ

ど

く

叱

ら

れ

て

真

面

目

に

大

学

に

通

っ

て

い

る

 

 
 

ん

だ

ろ

う

」

 

S
#
 

一
八
●

栄

町

・

踏

み

切

り

（

昼

） 

 
 

踏

み

切

り

を

渡

る

、

斎

藤

。

 

斎

藤

の

声

 

「

会

え

な

く

な

っ

て

し

ま

う

と

、

な

ん

だ

か

、

淋

 

 
 

し

く

感

じ

る

。

僕

は

も

し

か

し

た

ら

あ

の

ヘ

ン

な

 

 
 

子

の

こ

と

が

好

き

な

の

か

も

知

れ

な

い

」

 

S
#
 

一
九
●

青

果

店

・

前

（

昼

） 

斎

藤

の

声

 

「

勇

気

を

出

し

て

、

あ

の

子

の

実

家

を

の

ぞ

い

て

 

 
 

み

た

け

ど

、

お

母

さ

ん

し

か

い

な

か

っ

た

。

弾

み

 

 
 

で

バ

ナ

ナ

を

一

房

、

買

て

み

た

」
 

S
#
 

二
〇
●

河

川

敷

（

昼

） 

 
 

ひ

と

り

土

手

に

座

っ

て

バ

ナ

ナ

を

食

べ

て

い

る

、

 

 
 

斎

藤

。

 

 
 

バ

ナ

ナ

を

食

べ

な

が

ら

空

を

見

上

げ

る

、

斎

藤

。
 

 
 

大

空

に

凧

が

舞

い

上

が

っ

て

い

る

の

が

見

え

る

。

 

斎

藤

の

声

 

「

目

玉

の

凧

…

」

 

 
 

斎

藤

、

反

応

し

て

凧

を

上

げ

て

い

る

人

物

を

探

す

。

 

 
 

笑

い

な

が

ら

凧

上

げ

を

し

て

い

る

美

和

子

を

発

見

 

 
 

す

る

。

 

 
 

斎

藤

、

立

ち

上

が

っ

て

美

和

子

の

所

へ

走

り

出

す

。

 

 
 

美

和

子

、

凧

を

上

げ

続

け

て

い

る

。

 

駆

け

寄

る

、

斎

藤

。

 

美

和

子

の

肩

を

叩

く

。

 

振

り

向

く

、

美

和

子

。

 

美

和

子

 

「

あ

あ

！

」

 

斎

藤

 
 

「

ど

う

し

た

？

叱

ら

れ

た

？

」

 

一
三 



美

和

子

 

「

お

こ

ず

か

い

、

三

ヶ

月

停

止

の

刑

」

 

斎

藤

 
 

「

お

お

。

そ

れ

は

き

つ

い

な

ぁ

」

 

美

和

子

 

「

ね

ぇ

。

ち

ょ

っ

と

持

っ

て

て

」

 

 
 

美

和

子

、

凧

糸

を

斎

藤

に

渡

そ

う

と

す

る

。

 

 
 

斎

藤

、

躊

躇

す

る

。

 
美

和

子
 

「

嫌

な

の

？

」

 

斎

藤

 
 

「

ま

た

飛

ば

し

ち

ゃ

っ

た

ら

、

悪

い

か

ら

…

」

 

美

和

子

 
「

大

丈

夫

だ

よ

。

わ

た

し

が

持

て

て

る

ん

だ

か

ら

。

 

 
 

男

の

子

で

し

ょ

。

は

い

！

」

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

に

凧

糸

を

渡

す

。

 

 
 

斎

藤

、

凧

糸

を

受

け

取

る

。

 

 
 

空

を

見

上

げ

て

凧

糸

を

ク

イ

ク

イ

や

る

。

 

美

和

子

 

「

さ

っ

き

か

ら

ト

イ

レ

に

行

き

た

く

て

困

っ

て

た

 

 
 

の

。

ち

ょ

っ

と

行

っ

て

く

る

」

 

斎

藤

 
 

「

え

？

困

る

よ

」

 

 
 

美

和

子

、

走

り

出

す

。

 

美

和

子

 

「

大

丈

夫

。

大

丈

夫

」

 

 
 

走

り

去

る

、

美

和

子

。

 

 
 

斎

藤

、

困

っ

て

様

子

で

凧

糸

を

懸

命

に

持

っ

て

い

る

。 

S
#
 

二
一
●

児

童

公

園

・

公

衆

ト

イ

レ

（

昼

） 

 
 

美

和

子

、

さ

っ

ぱ

り

し

た

顔

を

し

て

ト

イ

レ

か

ら

 

 
 

出

で

く

る

。

 

 
 

手

を

洗

う

。

 

 
 

ハ

ン

カ

チ

で

手

を

拭

く

。

 

 
 

走

っ

て

戻

る

。

 

S
#
 

二
二
●

河

川

敷

（

昼

） 

 
 

走

っ

て

戻

っ

て

く

る

、

美

和

子

。

 

 
 

周

囲

を

見

渡

す

。

 

 
 

斎

藤

が

と

こ

に

も

い

な

い

。

 

美

和

子

 

「

あ

れ

？

ど

こ

に

い

っ

ち

ゃ

っ

た

ん

だ

ろ

…

」

 

 
 

美

和

子

、

歩

き

出

す

。

 

一
四 



S
#
 

二
三
●

河

川

敷

（

昼

） 

 
 

斎

藤

を

探

し

て

い

る

、

美

和

子

。

 

美

和

子

 

「

ど

こ

に

も

い

な

い

…

」

 

 
 

斎

藤

、

ど

こ

に

も

い

な

い

。

 

美

和

子
 

「

凧

と

一

緒

に

飛

ん

で

消

え

た

の

？

」

 

 
 

歩

き

続

け

る

、

美

和

子

。

 

S
#
 

二
四
●

栄

町

・

踏

み

切

り

（

夕

） 

 
 

踏

み

切

り

を

渡

る

、

美

和

子

。

 

美

和

子

の

声

 

「

ま

い

っ

た

な

ぁ

…

」

 

S
#
 

二
五
●

青

果

店

・

前

（

夕

） 

 
 

帰

っ

て

く

る

、

美

和

子

。
 

 
 

店

に

入

っ

て

行

く

。

 

美

和

子

 

「

た

だ

い

ま

ー

」

 

 
 

母

が

レ

ジ

の

前

に

座

っ

て

い

る

。
 

美

和

子

 

「

凧

と

一

緒

に

行

方

不

明

に

な

っ

た

人

の

ニ

ュ

ー

ス

や

っ

て

な

か

っ

た

？

」

 

母

 
 

「

（

怪

訝

な

顔

を

し

て

）

…

え

？

な

ん

だ

い

。

そ

れ

」 

美

和

子

 

「

う

そ

。

じ

ゃ

あ

」

 

S
#
 

二
六
●

実

景

・

栄

町

・

路

地

（

夜

） 

美

和

子

の

声

 

「

ど

こ

に

い

っ

ち

ゃ

っ

た

ん

だ

ろ

う

…

。

本

当

に

凧

と

一

緒

に

空

に

消

え

ち

ゃ

っ

た

ん

だ

ろ

う

か

」

 

S
#
 

二
七
●

実

景

・

上

中

里

Ｊ

Ｒ

車

庫

（

夜

） 

美

和

子

の

声

「

ト

イ

レ

な

ん

か

行

か

な

き

ゃ

良

か

っ

た

。

久

し

ぶ

り

に

会

え

た

の

に

、

バ

カ

み

た

い

…

」

 

S
#
 

二
八
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

 
 

お

城

の

滑

り

台

の

上

で

ぼ

ー

と

し

て

い

る

、

美

和

 

 
 

子

。

 

一
五 



 
 

斎

藤

が

現

れ

る

。

 

 
 

美

和

子

、

反

応

し

て

下

を

見

る

。

 

美

和

子

 

「

生

き

て

た

ん

だ

！

よ

か

っ

た

！

」

 

斎

藤

 
 

「

（

笑

っ

て

手

を

上

げ

る

）

」

 

 
 

斎

藤

、

滑

り

台

の

階

段

を

の

ぼ

る

。

 
美

和

子
 

「

本

当

に

心

配

し

た

ん

だ

か

ら

。

凧

と

一

緒

に

空

 

 
 

に

消

え

た

の

か

と

思

っ

て

」

 

斎

藤

 
 

「

そ

ん

な

バ

カ

な

」

 

美

和

子

 
「

バ

カ

っ

て

言

う

な

！

」

 

 
 

斎

藤

、

美

和

子

の

横

に

座

る

。

 

斎

藤

 
 

「

そ

れ

が

、

も

う

大

変

だ

っ

た

ん

だ

…

」

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

を

見

る

。

 

S
#
 

二
九
●

河

川

敷

（

昼

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

想

斎

藤

の

声

 

「

風

が

ね

、

強

い

風

が

吹

い

て

き

て

、

ま

た

引

っ

 

 
 

張

ら

れ

た

ん

だ

。

だ

け

ど

、

ま

た

凧

糸

、

離

し

た

 

 
 

ら

何

言

わ

れ

る

か

わ

か

ら

な

い

か

ら

、

必

死

に

な

 

 
 

っ

て

押

さ

え

て

…

」

 

美

和

子

の

声

 

「

う

ん

」

 

S
#
 

三
〇
●

河

川

敷

（

昼

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

想

斎

藤

の

声

 

「

そ

し

た

ら

ど

ん

ど

ん

流

さ

れ

て

し

ま

っ

て

…

」
 

美

和

子

の

声

「

う

ん

」

 

 
 

斎

藤

、

上

を

見

な

が

ら

ど

ん

ど

ん

歩

い

て

行

く

。

 

S
#
 

三
一
●

河

川

敷

（

夕

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

想

 
 

斎

藤

、

上

を

見

な

が

ら

ど

ん

ど

ん

歩

い

て

行

く

。

 

斎

藤

の

声

 

「

気

づ

い

た

ら

も

う

夕

方

で

、

埼

玉

県

に

い

た

ん

だ

」 

美

和

子

の

声

 

「

川

口

？

」

 

S
#
 

三
二
●

実

景

・

戸

田

市

の

看

板

（

夕

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

想

斎

藤

の

声

 

「

い

や

。

川

口

を

越

え

て

戸

田

ま

で

行

っ

て

し

ま

っ

て

」

 

一
六 



S
#
 

三
三
●

河

川

敷

（

夕

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

想

 
 

思

わ

ず

凧

糸

を

離

す

、

斎

藤

。

 

 
 

飛

ん

で

行

く

、

凧

。

 
斎

藤

の

声

 

「

戸

田

市

の

看

板

見

た

ら

、

急

に

怖

く

な

っ

て

、

 

 
 

凧

糸

離

し

て

し

ま

っ

た

ん

だ

…

」

 

S
#
 

三
四
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

 
 

お

城

の

滑

り

台

の

上

に

座

っ

て

い

る

美

和

子

と

斎

藤

。 

 
 

美

和

子

、

大

笑

い

し

て

い

る

。

 

美

和

子

 

「

凧

糸

、

縛

れ

ば

い

い

の

に

」

 

斎

藤

 
 

「

縛

る

？

」

 

美

和

子

 

「

そ

う

い

う

時

は

木

と

か

石

と

か

に

縛

り

つ

け

れ

 

 
 

ば

い

い

の

」

 

斎

藤

 
 

「

（

嬉

し

そ

う

に

）

そ

う

か

！

」

 

美

和

子

 

「

バ

カ

！

」

 

斎

藤

 
 

「

バ

カ

っ

て

言

う

な

！

」

 

美

和

子

 

「

バ

カ

も

バ

カ

。

大

バ

カ

。

ど

う

し

て

凧

と

一

緒

 

 
 

に

戸

田

ま

で

行

く

か

な

ぁ

…

」

 

斎

藤

 
 

「

と

に

か

く

必

死

だ

っ

た

ん

だ

よ

」

 

美

和

子

 

「

で

も

…

無

事

で

よ

か

っ

た

」

 

斎

藤

 
 

「

（

苦

笑

い

し

て

）

あ

あ

」

 

美

和

子

 

「

ど

う

す

る

？

」

 

斎

藤

 
 

「

ん

？

」

 

美

和

子

 

「

今

日

は

な

に

を

す

る

？

」

 

斎

藤

 
 

「

大

学

、

ど

う

し

た

」

 

美

和

子

 

「

も

う

す

ぐ

夏

休

み

だ

か

ら

大

丈

夫

」

 

斎

藤

 
 

「

大

丈

夫

じ

ゃ

な

い

だ

ろ

」

 

美

和

子

 

「

電

車

が

ね

。

あ

れ

が

嫌

い

で

」

 

斎

藤

 
 

「

ど

う

し

て

」

 

美

和

子

 

「

知

ら

な

い

人

が

い

っ

ぱ

い

い

る

で

し

ょ

」

 

斎

藤

 
 

「

そ

り

ゃ

い

る

さ

。

電

車

だ

も

の

」

 

美

和

子

 

「

な

ん

か

、

気

ま

づ

く

て

。

目

の

や

り

場

に

困

る

 

 
 

と

い

う

か

」

 

斎

藤

 
 

「

ま

あ

、

確

か

に

変

な

空

間

だ

け

ど

…

」

 

一
七 



美

和

子

 

「

ね

え

」

 

斎

藤

 
 

「

ん

？

」

 

美

和

子

 

「

い

つ

ま

で

暇

人

？

」

 

斎

藤

 
 

「

い

つ

ま

で

か

な

ぁ

。

貯

金

も

淋

し

く

な

っ

て

き

 

 
 

た

し

、

そ

ろ

そ

ろ

仕

事

み

つ

け

な

い

と

い

け

な

い

 

 
 

ん

だ

け

ど

…

」

 

美

和

子
 

「

辛

い

ね

。

人

生

っ

て

も

ん

は

」

 

斎

藤

 
 

「

君

の

せ

い

で

す

っ

か

り

や

る

気

の

な

い

人

間

に

 

 
 

な

っ

て

し

ま

っ

た

」

 

美

和

子

 

「

違

う

よ

。

も

と

も

と

そ

う

い

う

人

だ

っ

た

の

よ

。

 

 
 

で

も

、

自

分

に

嘘

つ

い

て

ご

ま

か

し

て

た

だ

け

な

の

」 

 
 

斎

藤

、

美

和

子

を

見

る

。

 

美

和

子

 

「

は

じ

め

て

こ

こ

で

会

っ

た

時

に

言

っ

た

で

し

ょ

」

 

斎

藤

 
 

「

な

ん

だ

っ

け

？

」
 

美

和

子

 

「

同

類

の

電

波

」

 

斎

藤

 
 

「

あ

あ

」

 

美

和

子

 

「
（

手

を

叩

い

て

）
そ

う

だ

。
い

い

こ

と

思

い

つ

い

た

」 

斎

藤

 
 

「

な

に

？

」

 

美

和

子

 

「

今

か

ら

わ

た

し

の

お

父

さ

ん

に

会

っ

て

」

 

斎

藤

 
 

「

え

？

」

 

美

和

子

 

「

わ

た

し

た

ち

結

婚

す

る

の

よ

」

 

斎

藤

 
 

「

え

え

！

」

 

美

和

子

 

「

そ

れ

で

あ

の

家

も

ら

い

ま

し

ょ

う

」

 

斎

藤

 
 

「

は

い

？

」

 

美

和

子

 

「

違

う

の

。

ほ

ら

、

わ

た

し

女

で

ひ

と

り

っ

子

で

 

 
 

し

ょ

。

だ

か

ら

、

あ

と

十

年

く

ら

い

で

お

店

も

閉

 

 
 

め

て

隠

居

す

る

計

画

な

の

。

あ

の

人

た

ち

」

 

斎

藤

 
 

「

う

ん

」

 

美

和

子

 

「

も

っ

た

い

な

い

じ

ゃ

な

い

。

そ

ん

な

の

。

あ

ん

 

 
 

な

店

だ

け

ど

、

学

校

の

給

食

と

か

工

場

の

食

堂

と

 

 
 

か

結

構

大

口

の

お

得

意

さ

ん

持

っ

て

る

ん

だ

か

ら

」

 

斎

藤

 
 

「

う

ん

」

 

美

和

子

 

「

や

っ

ぱ

り

他

人

に

使

わ

れ

る

の

っ

て

辛

い

し

。

 

 
 

い

い

と

思

う

な

」

 

斎

藤

 
 

「

う

ん

」

 

 
 

斎

藤

、

考

え

る

。

 

一
八 



S
#
 

三
五
●

青

果

店

・

前

（

夕

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

想

像

図

斎

藤

 
 

「

た

だ

い

ま

ー

」

 

美

和

子

 

「

お

帰

り

。

ダ

ー

リ

ン

」

 

S
#
 

三
六
●

飛

鳥

山

公

園

（

昼

） 

 
 

ニ

ヤ

ニ

ヤ

し

て

い

る

、

斎

藤

。

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

を

見

て

い

る

。

 

美

和

子

 

「

な

に

考

え

て

る

の

？

」

 

斎

藤

 
 

「

い

や

。

別

に

」

 

美

和

子

 

「

ね

え

。

ど

う

す

る

？

」

 

斎

藤

 
 

「

ど

う

す

る

っ

て

言

わ

れ

て

も

…

急

に

そ

ん

な

、

 

 
 

結

婚

だ

な

ん

て

…

」
 

美

和

子

 

「

そ

う

だ

。

あ

な

た

、

名

前

な

ん

て

言

う

の

？

聞

 

 
 

く

の

忘

れ

て

た

」

 

斎

藤

 
 

「

斎

藤

。

斎

藤

勝

範

」

 

美

和

子

 

「

斎

藤

勝

範

さ

ん

ね

…

布

施

木

勝

範

…

う

ー

ん

。

 

 
 

ち

ょ

っ

と

今

い

ち

か

な

…

」

 

斎

藤

 
 

「

布

施

木

っ

て

言

う

の

？

変

わ

っ

た

名

字

だ

ね

」

 

美

和

子

 

「

う

ち

は

由

緒

正

し

い

家

系

な

の

よ

」

 

斎

藤

 
 

「

（

美

和

子

を

見

て

）

由

緒

…

正

し

い

…

ね

え

」

 

S
#
 

三
七
●

栄

町

・

踏

み

切

り

（

昼

） 

 
 

踏

み

切

り

を

渡

る

、

美

和

子

と

斎

藤

。

 

斎

藤

 
 

「

や

っ

ぱ

り

気

が

重

い

な

ぁ

…

や

め

よ

う

」

 

美

和

子

 

「

平

気

。

平

気

」

 

斎

藤

 
 

「

平

気

じ

ゃ

な

い

よ

」

 

S
#
 

三
八
●

青

果

店

・

前

（

昼

） 

 
 

並

ん

で

歩

い

て

く

る

、

美

和

子

と

斎

藤

。

 

 
 

先

に

店

に

入

る

、

美

和

子

。

 

美

和

子

 

「

た

だ

い

ま

ー

」

 

 
 

斎

藤

、

店

先

で

待

つ

。

 

 
 

レ

ジ

の

前

に

母

親

が

座

っ

て

い

る

。

 

一
九 



母

親

 
 

「

お

帰

り

」

 

美

和

子

 

「

お

父

さ

ん

は

？

」

 

母

親

 
 

「

配

達

に

行

っ

て

る

け

ど

」

 

美

和

子

 

「

そ

う

。

わ

た

し

、

あ

の

人

と

結

婚

す

る

こ

と

に

 

 
 

し

た

か

ら

」

 

 
 

母

親

、

驚

い

て

立

ち

上

が

る

。

 

母

親

 
 

「

え

え

！

」

 

S
#
 

三
九
●

青

果

店

・

前

（

昼

） 

 
 

店

の

前

に

停

ま

っ

て

い

る

「

八

百

志

津

」

の

バ

ン

。

 

 
 

に

ら

み

あ

う

よ

う

に

店

の

前

に

立

っ

て

い

る

父

と

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

。

重

い

空

気

。

 

美

和

子

 

「

…

斎

藤

さ

ん

、

養

子

に

な

っ

て

く

れ

る

っ

て

言

 

 
 

う

か

ら

…

」

 

 
 

斎

藤

、

気

ま

ず

そ

う

に

し

て

い

る

。

 

 
 

父

、

煙

草

に

火

を

つ

け

る

。
 

美

和

子

 

「

お

店

、

わ

た

し

た

ち

に

ち

ょ

う

だ

い

」

 

 
 

父

、

美

和

子

を

に

ら

む

。

 

 
 

斎

藤

、

落

ち

付

き

が

な

い

。

 

美

和

子

 

「

い

い

で

し

ょ

」

 

 
 

父

の

体

、

震

え

始

め

る

。

 

父

 
 

「

ど

う

い

う

つ

も

り

な

ん

だ

、

美

和

子

。

こ

ん

な

 

 
 

や

り

方

、

ひ

ど

過

ぎ

る

ぞ

。

お

こ

ず

か

い

の

仕

返
 

 
 

し

の

つ

も

り

な

の

か

（

泣

く

）

」

 

 
 

斎

藤

、

困

っ

て

い

る

。

 

美

和

子

 

「

泣

く

こ

と

な

い

で

し

ょ

」

 

 
 

父

、

更

に

強

く

泣

く

。

 

 
 

母

、

心

配

そ

う

に

店

内

か

ら

の

ぞ

く

。

 

 
 

泣

き

続

け

る

、

父

。

 

斎

藤

 
 

「

す

い

ま

せ

ん

。

こ

れ

は

悪

い

冗

談

で

す

。

や

め

 

 
 

ま

す

。

結

婚

な

ん

か

し

ま

せ

ん

！

」

 

美

和

子

 

「

え

え

？

そ

ん

な

」

 

 
 

父

、

鋭

い

目

で

斎

藤

を

に

ら

む

。

 

父

 
 

「

…

冗

談

？

…

」

 

 
 

父

、

斎

藤

に

近

づ

く

。

 

二
〇 



 
 

斎

藤

、

数

歩

後

退

す

る

。

 

父

 
 

「

大

事

な

娘

を

お

も

ち

ゃ

に

し

や

あ

が

っ

て

…

」

 

 
 

父

、

泣

き

な

が

ら

斎

藤

の

胸

を

を

強

く

押

す

。

 

父
 
 

「

ば

か

や

ろ

う

！

」

 
斎

藤
 
 

「

う

わ

っ

」

 

 
 

斎

藤

、

そ

の

ま

ま

倒

れ

る

。

鈍

い

音

が

す

る

。

 

母

 
 

「

大

丈

夫

？

大

丈

夫

？

お

父

さ

ん

！

大

丈

夫

？

ね

え

！

」

 

S
#
 

四
〇
●

実

景

・

栄

町

・

踏

み

切

り

（

夜

） 

 
 

実

景

。

 

S
#
 

四
一
●

青

果

店

・

前

（

夕

） 

テ

ロ

ッ

プ

 

「

一

年

後

」

 

 
 

店

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

が

降

り

て

い

る

。

 

 
 

礼

服

を

着

た

父

と

母

が

歩

い

て

く

る

。

 

母

 
 

「

い

い

お

式

で

し

た

ね

」

 

父

 
 

「

あ

あ

」

 

母

 
 

「

勝

範

さ

ん

、
美

和

子

の

お

友

達

た

ち

に

も

大

人

気

み

た

い

で

す

よ

」

 

父

 
 

「

あ

あ

」

 

母

 
 

「

あ

と

二

〇

歳

若

か

っ

た

ら

わ

た

し

が

結

婚

し

た
 

 
 

い

く

ら

い

」

 

父

 
 

「

馬

鹿

、

言

っ

て

ん

じ

ゃ

な

い

」

 

S
#
 

四
二
●

ホ

テ

ル

・

プ

ー

ル

サ

イ

ド

（

昼

） 

 
 

イ

タ

リ

ア

の

ホ

テ

ル

。

 

 
 

プ

ー

ル

サ

イ

ド

に

置

か

れ

た

デ

ッ

キ

・

チ

エ

ア

に

 

 
 

寝

そ

べ

り

、

日

光

浴

を

し

て

い

る

斎

藤

と

美

和

子

。

 

そ

れ

ぞ

れ

水

着

に

サ

ン

グ

ラ

ス

姿

。
手

に

は

外

国

産

の

透

明

瓶

ビ

ー

ル

。

 

美

和

子

 

「

ね

え

、

勝

範

」

 

斎

藤

 
 

「

う

ん

？

」

 

美

和

子

 

「

気

持

ち

い

い

ね

」

 二
一 



斎

藤

 
 

「

う

ん

」

 

美

和

子

 

「

一

生

、

こ

う

し

て

い

ら

れ

た

ら

ど

ん

な

に

幸

せ

 

 
 

な

こ

と

か

」

 

斎

藤

 
 

「

（

美

和

子

を

見

て

）

…

あ

ー

あ

…

」

 
美

和

子

 

「

（

慌

て

て

斎

藤

を

見

て

）

結

婚

し

た

こ

と

、

後

 

 
 

悔

し

て

る

？

」

 

斎

藤

 
 

「

（

向

き

直

っ

て

）

…

流

れ

だ

か

ら

。

あ

き

ら

め

 

 
 

て

る

」

 

美

和

子

 
「

流

れ

っ

て

な

に

？

あ

き

ら

め

て

る

っ

て

な

に

？

」

 

斎

藤

 
 

「

冗

談

だ

よ

」

 
 

 
 

斎

藤

、

ビ

ー

ル

を

飲

む

。

 

美

和

子

 

「

（

ニ

ヤ

ニ

ヤ

し

て

）

…

い

よ

い

よ

初

夜

だ

ね

」

 

斎

藤

 
 

「

今

夜

は

や

ら

な

い

よ

」

 

美

和

子

 

「

え

？

ど

う

し

て

？

」

 

斎

藤

 
 

「

時

差

ボ

ケ

で

死

に

そ

う

」

 

美

和

子

 

「

だ

め

だ

よ

。

初

夜

な

ん

だ

か

ら

や

ら

な

き

ゃ

」

 

斎

藤

 
 

「

別

に

そ

ん

な

の

関

係

な

い

よ

」

 

美

和

子

 

「

（

怒

っ

て

）

関

係

な

く

な

い

も

ん

！

大

事

な

こ

 

 
 

と

だ

も

ん

！

初

夜

だ

も

ん

」

 

斎

藤

 
 

「

（

美

和

子

を

見

て

）

ね

え

」

 

美

和

子

 

「

え

？

」

 

斎

藤

 
 

「

こ

こ

に

鼻

糞

つ

い

て

る

」

 

美

和

子

 

「

え

？

（

鼻

を

の

ば

し

て

）

ど

こ

？

」

 

斎

藤

 
 

「

こ

こ

（

鼻

の

下

を

さ

し

て

）

」

 

 
 

美

和

子

、

プ

ー

ル

の

水

面

で

確

認

す

る

。

 

 
 

斎

藤

、

ゆ

っ

た

り

と

ビ

ー

ル

を

飲

む

。

 

美

和

子

 

「

つ

い

て

な

い

よ

…

」

 

斎

藤

 
 

「

嘘

で

し

た

」

 

美

和

子

 

「

ち

く

し

ょ

う

。

ま

た

や

っ

た

な

！

」

 

 
 

美

和

子

、

斎

藤

に

向

か

っ

て

走

り

寄

る

。

 

斎

藤

 
 

「

ど

う

し

て

何

度

も

同

じ

手

で

騙

さ

れ

る

か

な

ぁ

 

 
 

…

」

 

 
 

走

っ

て

来

た

美

和

子

、

ジ

ャ

ン

プ

し

て

抱

き

つ

く

 

 
 

よ

う

に

斎

藤

の

膝

の

上

に

着

地

す

る

。

 

美

和

子

 

「

こ

ら

っ

」

 

 
 

見

つ

め

合

う

、

二

人

。

 

二
二 



 
 

い

い

感

じ

で

チ

ュ

ー

す

る

。

 

 
 

そ

の

ま

ま

エ

ン

ド

・

ロ

ー

ル

が

流

れ

始

め

る

。

 

 
 

い

い

感

じ

で

い

ち

ゃ

つ

く

、

二

人

。

 

  

【

お

わ

り

】

 

二
三 


